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事例 3-1-30：井上スダレ株式会社 
「歴史と伝統の伝承と、時代に合わせた提案の両方に、第一人者として取り組む企業」 

 

大阪府河内長野市の井上スダレ株式会社（従業員 57名、資本金 1,080万円）は、1916年に国内用すだれを製造

する企業として創業し、1972年にすだれに着色する技術から多角化した粉体塗装事業を開始した。現在は、すだ5 
れ事業部（竹と木の加工、防炎加工などの化学処理）と粉体塗装の流れをくむ継手事業部（金属加工とプラスチ

ック射出）の２事業部制で、両方の事業部で使用する生産機械の設計・開発も行っている。 

国内のすだれ生産の最盛期は 1970年頃で、その後需要が縮小に転じると、同社は事業の多角化とすだれの高付

加価値化で対応した。すだれに関する主な取組に、伝統的工芸品（大阪金剛簾）の認定取得（1996年）、すだれ資

料館の開館（2004年）及びショールームの開設（2007年）がある。 10 
伝統的工芸品の認定取得とすだれ資料館の開設は同社のブランドを高めた。歴史的な資料を集めた資料館はメ

ディアに取り上げられ、小学校の社会見学を受け入れるなど、知名度向上につながった。ショールームは商談の

円滑化に役立っている。すだれの良さは、見て感じることで初めて分かる部分があるため、実物が展示されるシ

ョールームはその魅力を伝える貴重な場となっている。他にも、伝統的なすだれを徹底的に目立たせたホームペ

ージの設計や、sudareドメイン（sudare.co.jp,sudare.com）の取得などの取組を行っている。これらの取組もあ15 
って、20年前と比べて空間演出や内装に関わる会社との取引が増加し、現代建築のインテリアデザインという新

市場を開拓できた。 

このように、同社では知名度向上を含め、すだれを高付加価値化するための多数の取組を行っているが、すだ

れの創意工夫にはすだれ以外の技術的知見もいきると考えられている。井上義弘社長は「今後もすだれの第一人

者として伝統工芸の伝承に取り組みつつ、生産機械の設計・開発などの強みをいかして時代に合ったすだれの見20 
せ方・扱い方の提案を行っていく。さらに、強みを伸ばすための新事業展開も考えている。」と語る。 

同社は、生産面では画像認識や AIを活用した人手不足対応にも取り組み、従来のノギスなどを用いた目視によ

る測定方式から画像認識の活用で時間短縮を実現している。調達面では海外と販売代理店契約を結んで国内生産

が困難な建材の取扱いを始めた。2018年からはスケートボードのスクール運営会社と連携して、練習場の設計や

運営管理の事業を始めた。連結・可動式のユニットの組合せで練習場のコースが変更できるようにした点が特徴25 
であり、コース変更作業の容易さと安全性を両立するユニット接合部の金属加工に同社の強みがいかされている。 

 

   

すだれ資料館と大阪金剛簾 継手 スケートボードの練習場 

（連結・可動式のユニット） 
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事例 3-1-29：株式会社高澤商店 
「地域産品の良さを活かし、海外展開を図る企業」 

 

 石川県七尾市の株式会社高澤商店（従業員 27 名、資本金 1,000 万円）は 1892 年に創業し、江戸時代初期から

七尾に伝わる「和ろうそく」の製造や、線香など仏事用品の販売を行っている。 5 
 同社は、1960 年代の高度経済成長期に、これまで全て手作りが一般的であった「和ろうそく」の製造工程を抜

本的に見直し、「型」を導入することで安定的な生産体制を実現した。この結果、同社は能登地域から東海地方に

まで商圏を拡大させることに成功し、現在に至るまで「和ろうそく」の国内シェア首位を維持している。 

 しかし、同社の高澤久社長は、今後、国内の人口減少などに伴い長期的な視点では仏事用の和ろうそくの需要

が減少することに危機感を感じており、「和ろうそく」の新たな可能性を探し続けてきた。 10 
この中で、同社が新たな可能性の一つとして注目したのが海外市場である。同社は、石川県から受けた 2005年

パリ国際総合生活見本市への出品依頼を、「和ろうそく」が海外市場でどのように評価されるのかを知る絶好の機

会と捉え、この見本市に参加した。そこで、①植物由来の原料を利用している「和ろうそく」は、海外市場で高

評価が得られること、②独自の芯の構造から生まれる力強い炎が評価されることを確認し、海外展開に当たって

の「和ろうそく」の「強み」と「海外市場のニーズ」を把握することができた。この経験をいかし、同社は、200615 
年に新商品「和ろうそく ななお」を開発した。同商品は、シンプルなデザインを追求しつつ、植物由来の原料を

利用していることが伝わるよう、植物の持つ曲線をイメージしたデザインを取り入れている。 

また、海外展開に当たっては人材不足が課題であったが、株式会社御祓川が企画・運営する「能登留学」を活

用することで、この課題の解決を図った。「能登留学」は、地域活性化プロジェクトの一つで、大学生に対して能

登地域の中小企業で働く経験を提供するインターン制度である。同社は、本格的に海外展開を検討する担当者と20 
してインターン生を受け入れ、海外の小売店への営業戦略立案やインバウンド需要獲得のための営業活動を行っ

た。 

 現在、同社の海外売上シェアはまだ２％程度にとどまっているが、今後は海外向け販売担当者を新たに採用す

るなど、海外展開を更に積極的に進めていく方針である。 

高澤社長は、「海外展開を本格化して、日本の伝統産業を海外に広げるきっかけにしていきたい」と語る。 25 
 

 

同社の和ろうそく 
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